現代と神の沈黙
（バジレア・シュリンク著・カナン出版）より抜粋
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悪が蔓延 (まんえん)する現代、なぜ神は沈黙しておられるのか
　
この地上に、罪と悪、暴力や暴動、殺人やテロなどがますます蔓延し、悲惨を生み出しています。愛、正義と平和はほとんど消え去ったかのようです。闇の勢力がこの世を支配しているかのようにふるまい、多くの国々で勝ち誇っています。人々は、どうしてそうなってしまったのか自問し、将来、この世界に何が起こるのかを恐れています。

イエス・キリストがすべての悪から私たちを救うためにこの地上に来られたにもかかわらず、なぜ悪が、こんなにも勝利を収めているのでしょうか。イエスは、罪とサタンに勝利された方なのに……？　どうして罪と不道徳が蔓延し、家庭の中にまで入り込み、身内の者を罪の奴隷とし、家族に大きな心痛を与えているのでしょうか。
　
今日、世界中のいたるところに、どうして、これほど多くの不正があるのでしょうか。どうして、地震やその他、異常な規模の自然災害、また、多くの国での戦争、難民問題、飢餓による悲惨な状態が次から次に起きてくるのでしょうか。なぜ、こんなに多くの「罪なき」人が苦しみに遭わなければならないのでしょうか。また、子供たちが虐待や人身売買などに脅かされ、そのため親が苦痛と恐怖で苦しまなければならないのでしょうか。どうして、おびただしい数の人々が、横暴な独裁者や革命勢力の意のままになっているのでしょうか。なぜ、あれほどのキリスト者が恐ろしい迫害を受けなければならないのでしょうか。

この「どうして」、すなわち、こうした納得のいかない事態すべてが私たちを悩ませ、苦しめます。全能なる生ける神が介入されないことを、いったいどう理解すべきでしょうか。多くの人は疑問を抱いています。「神は本当に生きておられるのか？　すべてに対して沈黙しているではないか？　助けることなく、悪をそのままにし、それがどんなに猛威をふるっていようと、裁かないのか　……？」と。また、「神の戒めに従い、善のために立ち上がる者があざけられ、敵対され、批難されているのに、どうして、神は助けてくださらないのか？　神は愛であられるのに、なぜそのままに放っておかれるのか？　……　理解できない」と、クリスチャンを含め、多くの人が疑問に思っています。


「必ずこうなる……」
　
これらの疑問は、御言葉から答えを得ることができます。「必ずこうなる……」というような表現が聖書に出てくるのです。たとえば、「キリストは、必ず、そのような苦しみを受ける……はずではなかったのですか」（ルカ24･26）と書いてあります。すなわち、イエスは逮捕され、あざけられ、苦しみを受け、まさに挫折の多い道を歩まなければならなかったのです。罪のないイエスは、生涯ただ人々を愛し、善を行われたにもかかわらず、罪と悪、すなわち、サタンが勝利するのを目の当たりにし、ついにあたかも敗北者かのように十字架につけられました。敵なるサタンが勝利し、イエスの御国は消え去ったかのように見えたのです。イエスにとって最も親しかった弟子たちでさえ、主を裏切り、捨て去りました。イエスの逮捕された夜、ペトロが手を伸ばして剣を抜き、大祭司の手下に打ちかかって片方の耳を切り落とした時、イエスはこう言って彼を制止されました。「剣をさやに納めなさい。……わたしが父にお願いできないとでも思うのか。……しかしそれでは、必ずこうなると書かれている聖書の言葉がどうして実現されよう」（マタイ26･52-54）と。このようにイエスは苦しみを避けようとせず、神の御心に従って、十字架への道にご自身を完全にゆだねられたのです。
　
今日多くの国々で、何千何百もの主に従う者たちが御名のゆえに投獄されています。２０世紀におけるキリスト者の迫害は、それ以前の時代すべてをはるかに超えているのです。それは、イエスが終末のしるしとして、「あなたがたは苦しみを受け、殺される。また、わたしの名のために、あなたがたはあらゆる民に憎まれる」（マタイ24･9）と言われたとおりです。また、終わりの時には、サタンと反キリストが「聖なる者たちと戦い、これに勝つことが許される」（黙示録13･7）という御言葉が成就されるのです。来るべき反キリストの時代や、私たちが生きている現代において、サタンはその手下どもによって、なおも神の戒めを守り、義と善のために立ち上がる者たちと戦って、勝利を収めるのです。偽りと悪が真実や善に勝利するのは、聖書に「必ずこうなる」と書かれているからです。
　
しかし、どうしてそうならなければならないのでしょうか。神が悪を制止することなく、介入せずにご自分の創造された世界を混乱や災害のまま放っておき、主の者たちが迫害され、苦痛を受けることをお許しになるのは、神の義とその愛と力に矛盾することではないのか、と私たちは疑問に思っています。しかしながら聖書は、「必ずこうなる……」だけではなく、なぜこうなるのかを、述べています。すべての物事の背後には深い意味があるのです。私たちが生きている今の時代に、神は特別な計画を立てておられ、すばらしい目標へと導くこの計画は、その愛なる心から生まれたものです。神は愛そのものであられるからです。「神は、その独り子をお与えになったほどに、世を愛された」（ヨハネ3･16）とあるとおりに。実に、これほどまでにこの世、また私たち一人一人を神は愛してくださったのです。現代の出来事すべては、世界および教会、また私たち一人一人に対する愛のご計画の一部であるに違いありません。「キリストもあなたがたのために苦しみを受け、その足跡に続くようにと、模範を残された」（Ⅰペトロ2･21）とありますが、イエスが歩まれた道を今一度思い返してみると、このことを理解できるでしょう。
　
イエスが四回にわたる裁判に立たされ、不利な証言を受けた時、神は沈黙し、イエスの無罪を証明されなかったのです。神は、そしる者や不正な裁判官のするままにまかせられました。イエスがむち打たれた時、神は沈黙し、介入されなかったのです。また、その独り子が、不正に犯罪人とされ、死刑の宣告を受け、しかも十字架の刑を言い渡された時にも沈黙し、介入されませんでした。言葉では言い表せないほどの苦痛に耐えられたイエスが、十字架を死刑場まで背負わされた時にも、神は沈黙し、介入されませんでした。イエスが残酷にも十字架に釘付けにされた時、また、その十字架が敵対する者たちの侮辱するただ中で、地面から持ち上げられた時も、神は介入されなかったのです。しかし、十字架が地面に打ち込まれて立ち、サタンがあたかも完全に勝利したかのように見えたその後、ついに神は沈黙を破り、介入し、その力を現わされたのです。太陽はその輝きを失い、地は震え、岩は裂けました。そして、やがて主の復活、つまり主がよみがえられた日が訪れたのです。

「イエス・キリストは、きのうも今日も、また永遠に変わることのない方です」（ヘブライ13･8）。ですから、終わりの時代における神の愛のご計画は、イエスの生涯と同じ神の法則によって実行されるでしょう。神は今、沈黙しておられます。なぜなら、神は永遠の救いのご計画を完成させるため、また、この世の完成と刷新のため、そして、ついには新しい天と新しい地を来たらせるために、大いなる御業をしようとしておられるからです。

　しかし、その前夜である現代、罪は頂点に達し、悪はかつてなかったほど勝利を収めているのです。その結果、名ばかりのキリスト者は仮面をはがされ、私たちが既に見ているように、多くの信者が神から離れ去るでしょう。同時に、イエスとその栄光のために生き、善を追い求める者たちは、たとえ見えるところでは虐げられ、多くの者が死に渡されようとも、迫害を通して内なる人は清められ、新しく造りかえられるでしょう。そのただ中でも神は沈黙しておられます。

　しかし、イエスが十字架につけられた時と同様に、すべてが頂点に達した時、神は沈黙を破られるのです。ノアの洪水の時のように、神は怒りの裁きをもって介入されるのです。たとえば、人類が自ら招く核戦争などによって……。裁きは特に、度々罪とサタンをあえて選んだ者の上に下るでしょう。一方、救い主イエスの信仰に固く立ち、神の御旨を求め、それに従って生きる者は　─　そのとき御国に召される者を除けば　─　主に守られるでしょう。神は廃墟と化した地上に新しいものを造り上げる柱として、御旨に忠実なこれらの弟子たちを用いられるでしょう。生き延びた者たちは「苦しみの炉で試みられ」（イザヤ書48･10参照）、その中で彼らの愛が本物であることを示したからです。

神は今日、沈黙しておられますが、後に世界はそれまで経験しなかったほど、力強い神の御声を聞くでしょう。すなわち、神は戦争の大惨事を通してばかりではなく、天文学者や科学者が予言しているように、地球に多大な影響をもたらす宇宙の大変動を通しても語られるでしょう。

　こうして、神の力ある啓示には、いつもその沈黙が先立っています。沈黙が破られる時、神は裁きと恵みとをもって力強く介入し、ご自身の者たちに勝利を与えられるでしょう。ですから、その沈黙は、神が世界と人々の中で働かれる、最も善い手段なのです。神の沈黙に伴う苦難は、その子らを後に来る偉大なことに備えさせるためのものです。


到来する勝利と復活

　イエスが歩まれた道を通して、神は私たちにすばらしいことを示してくださっています。それは、もし敵と悪が勝利し、イエスが十字架で死なれなかったならば、復活はなかったということです。でなければ、サタンと死、罪は打ち破られなかったでしょう。こうしてイエスは敗北したかのような中で、勝利を得られたのです。ここにすばらしくかつ驚くべき神の法則が現わされたのです。イエスの復活後には、主を信じる者たちの生き方に明らかな変化が見えたほど、この勝利は現実的なものでした。たとえば、主の弟子たちはイエスの救いの力を体験し、聖霊の創造の力により、キリストの体なる教会が生まれました。イエスはこの教会の頭であり、主の者たちはその肢体であって、今や彼らに世の光、地の塩となるようにとの使命が与えられたのです。そして、主に従う者たちはあらゆる失敗を犯しながらも、約2000年もの間、異教の世界にまでこの使命を遂行してきたのです。十戒やその他の神の与えた命令、またイエスの愛の戒めを通して、教会はこの世に生きていくための基本原則を世に指し示してきました。それによって、世界は今に至るまで守られ、裁かれず滅びに至っていないのです。

キリストの教会はこうして、この世において何世紀にもわたって影響を及ぼしてきました。しかし、この終末の時代、教会はイエスが地上の生涯の最後に歩まれたのと同じ道、すなわち十字架の道を歩まなければならないのです。その道は、サタンと悪が勝利したかのように見え、敗北に至りましたが、それ以来、今日に至るまで、イエスを信じる者たちに輝かしい勝利を得させてきました。まさに、すばらしいことに、罪に縛られていた者たちは解放され、新しく生まれ変わったのです。それによってイエスの贖いの力は地上で現わされ、来るべき御国の夜明けが訪れたのです。

　十字架の道を通してのみ、イエスの教会は、その2000年の働きの後にゴールへと導かれます。人類と世界のための、偉大ですばらしい神の救いのご計画は、終末の苦しみの時代に完成されるのです。教会が歩んでいる苦難の道は、見えるところ敗北の道であって、悪があらゆる場面で勝利を得ているかのように見えますが、イエスの道と同じように、復活の勝利へと導かれるのです。そして、ご自身の者たちが耐えるその苦難こそは、来るべきイエスの御国への道をすべての国々の中で開くのです。それは義と愛、平安と喜びの王国であり、「天下の全王国の王権、権威、支配の力は、いと高き方の聖なる民に与えられ、その国はとこしえに続き、支配者はすべて、彼らに仕え、彼らに従う」（ダニエル書7･27）と記されているとおりとなります。

　御国の到来を前にして、聖徒たち、主に忠実な者たちが終末の時代にイエスの道にあずかることになるのです。イエスが侮辱され、冒涜されているこの時代、主は霊において、またもあらゆる国で苦しみの道をたどっておられます。多くの弟子たちが主から離れ、主を裏切るとき、主は再びあたかも無数の傷を負わされるかのようです。しかし、今、傷はイエスにだけ負わされるのではなく、主に選ばれた者が主と共にその道をたどり、主の苦難にあずかるのです。それは再臨の時、全世界にわたって御国が確立されるためなのです。

　しかし、御国の到来の前提条件とは何でしょうか。それは、教会の完成です。その数においてだけではなく、選ばれた者たちが霊的に成熟し、イエスの御姿を映すことです。その時、彼らは主の御座に引き上げられ、小羊の婚宴が始まるでしょう。神に創造された万物の贖いがそれに続き、そして、「ハレルヤ、全能者であり、わたしたちの神である主が王となられた」（黙示録19･6）という声が天に響き渡るでしょう。

この目標に達するには、主の者たちが、彼らの頭なる主と同じ道、すなわち苦難とさまざまな迫害の道を通して備えられなければならないのです。こうして彼らは苦しみの炉で試みられます（イザヤ書48･10参照）。主は、苦しみによって完全な者となり（ヘブライ5･8､9参照）、サタンに打ち勝った神の小羊となられました。同様に、主の者たちも、サタンとその手下に迫害される道を通してのみ、小羊の姿に変えられていくのです。そして、進んで不正を受け、敵を愛し、彼らを祝福するようになるのです。また、彼らは不当な扱いに甘んじ、打ちたたかれ、殺されようとしても忍耐強く耐える小羊のように、苦しみに耐えるのです。ただこの道においてのみ、聖書が述べているとおり(マタイ5･44､48参照)、天の父が完全であられるように、彼らも「神の子ら」として完全にされるのです。彼らはイエスと共に御国を継ぎ、そして、彼ら自身のうちから御国が現われてくるので、主と共に諸国民を支配するでしょう（黙示録2･26以下､3･21参照）。


重要なのは最後の結末

　私たちが生きる現代は、反キリストが現われ始め、終末の時が間近に迫っている時代です。サタンは傲慢に頭を上げ、ますます多くの国をその支配下に入れ、無数の人々を自分に従わせていますが、それはサタンが最終的に勝利したという意味ではありません。重要なことは、イエスの道に見られるように、最後の結末です。主の道は、復活と勝利、そして教会の誕生へと至ったのに対して、主の敵対者の道は敗北に終わったのです。エルサレムは破壊され、その民に裁きが下り、彼らは全世界に散らされ、迫害を受けるようになりました。

今の時代においても、重要なのは最後の結末です。この結末とは、人類の歴史の最後の段階で起こる、イエスと主に属する者たちを迫害してきた者に対する裁き、罪とサタンに仕えてきた者たちに下される裁きです。それは地上を清めるために、世界的規模の災害を通して起こるでしょう。その後、来るべき御国の夜明けが訪れるのです。やがて、それほど長くはない期間と思われますが、反キリスト時代に入っていきます。しかし、その時、主が栄光のうちに現われ、反キリストを「御自分の口から吐く息で殺し」（Ⅱテサロニケ2･8）、サタンと悪霊を打ち負かされるのです。苦難に耐え、清められて主の御姿に変えられた忠実な者たちの群れと共に、キリストは再臨され（黙示録17･14、19･14-16参照）、永遠の御国が始まるのです。

この暗く希望のない終わりの時代に、実は驚くべき事が起こりつつあるのです。この時にこそ、来るべき神の国への道が備えられているのです。


大きな試練にどう耐えるか

　ますます暗闇が深くなり、苦しみが増していく現代、私たちはどのようにして固く立つことができるのでしょうか。それは、苦難の道を歩まれた信仰の創始者、また完成者であるイエス・キリストに目を向けることによってです。すなわち、私たちを終わりまで導きたいと願い、またそれがおできになる方を見上げることによってです。イエスは「わたしたちと同様に試練に遭われた」（ヘブライ4･15）がゆえに、大祭司として私たちと共に苦しまれる、と書いてあります。このことは、まさに現代に当てはまります。既に見てきたように、イエスはご自分にあれほどの悪がなされた時にも、御父の沈黙を体験しなければなりませんでした。実際、神はあたかも悪を野放しにしておられるかのようでした。また、人となられたイエスは、荒野でサタンに試みられた時、最も大きな誘惑を受けられました。「事実、御自身、試練を受けて苦しまれたからこそ、試練を受けている人たちを助けることがおできになるのです」（ヘブライ2･18）。

　今日、私たちは皆、試練と誘惑の多い時代に生きています。というのは、終わりの時は、教会にとって、また人類にとってまさに試練の時であり、サタンが権力の座に着き、あらゆる手段を講じて人間をその支配下に入れようとする惑わしの時代だからです。私たちが理解し難い神の導きや、無意味にしか思えない出来事、たとえば悪が力を持つようになり、不義が横行するといった事態を通して、サタンは神の存在と愛とを疑わせるのです。こうして私たちを不信仰へと陥らせ、神に背かせようとします。

　私たちは、こうした試練のただ中で、どのようにして立つことができるのでしょうか。まず覚えておくべきことは、こうした背後に敵なるサタンが潜んでおり、私たちをわなにはめようとしていること、更に、疑いや不信感をかき立て、栄光の御国を私たちから永遠に奪おうとしていることです。そのような中でこそ、「サタンのやり口は心得ている」（Ⅱコリント2･11参照）との御言葉を掲げましょう。そして、こう祈るのです。「サタンが私をイエスの道から引き離そうとしているのが分かります。しかし、この道は十字架の道であり、無意味な苦しみの道に思えても、イエスの道のように、私たちを最大の喜びとすばらしい目標へと導く道です」と。

私が体験したことですが、こう祈れるようになるまでには、度重なる戦いが必要でした。というのは、若い頃に、自分の頭で何でも理解しようとし、私の人生にあった数多くの理解し難い導きを分かろうとして、心身をすり減らしたからです。しかし、数十年がたって、私は神のなさることがどうしても理解できなかったある体験をし、それは何でも理解しようとする自分の思いに「致命的な打撃」となりました。その結果、困難で苦しい神の導きに対して、イエスは私にこう言える恵みをくださったのです。「私はもはや神を理解しようとは思わない。哀れで罪深く、限られた思いと考えと知識しか持たない死ぬべき私には、それは不可能だから。人の知性は闇に覆われているが、主は永遠にして全能の神、そのご計画と配慮は愛と知恵に満ち、私の思いより高く、すばらしく偉大」と。その時以来、「天の父よ、私はあなたのなさることが分かりません。しかし、あなたを信頼します」と祈れるようになりました。そして、以前にもまして、神の愛と知恵のすばらしさを信頼するようになったのです。たとえ今の時代、苦難の道を許されようとも、神はまさにすべてを最善に導かれるのです。

ですから、次の言葉をモットーにしましょう。「苦しみについて思い巡らすよりも、主なる神にもっと多く祈ろう。悩みのすべてを御父のもとに持って行き、心を主に注ぎ出そう。」その時、祈りに答えてくださる神を私たちは体験するに違いありません。なぜなら、御名は「然り、アーメン」であり、主はご自分の約束を守られるからです。その一つ一つが実現していきます。しかし、私たちが信じ抜くことが前提条件となります。神とその愛を信頼せず、それによって障壁を築くなら、神は私たちの側に立つことはおできになりません。

　もし困難な時代を生かされ、神が許された苦難を通らなければならない時に、神に対する反抗が私たちの心を占めているなら、祈りが答えられるのを期待することはできません。御言葉が語っているとおり、答えられる祈りの条件とは、信じることに加えて、御心にすべてをゆだねること、また、神の戒めに対する従順であることです（Ⅰヨハネ3･22参照）。終わりの時のために預言された苦難の道を私たちが自ら進んで歩み、御心を謙遜に受け入れるなら、神は助けてくださるのです。神はへりくだる者に恵みを与えられます。この暗い時代においてこそ、へりくだる者の心は神の御臨在と愛によって、今まで以上の喜びに満たされるでしょう。そして苦しみのさなかで、主を信じる者たちは、かつてなかったほど御父がなさる多くの奇跡や大きな不思議を体験するでしょう。神は苦難を取り除かれるのではなく、苦難のただ中でこそ、しばしば奇跡を行われるのです。そのような時、今までになく天使の実在、すなわちその助けと守りを、身をもって多く知るでしょう。　
　

信頼の祈り
　
父なる神よ
反キリスト時代の前夜である今、私たちが通り抜けなければならない恐れと大きな試練も、あなたはご存じであることを感謝します。

全能の父よ
あなたはご自分の子らと共におられ、共に苦しんでくださいます。
　父なるあなたの慈しみ深い心を知ることができて、感謝します。
あなたはご自分の子らである私たちに、この時こそあなたの配慮と守り、愛を注いでくださることを感謝します。この地上の父親でさえ、その子が恐れや悩みに遭う時、特別な愛情を注ぎ、助けの手を伸ばし、慰めるのです。それにまして、父なるあなたは、恐れのただ中で、困難になればなるほど、私たちを前からも後ろからも囲み、助けてくださいます。
　
天の父よ
私たちはあなたに目を向けます。助けは、天地を造られたあなたから必ず来ることを知っています。あなたには、私たちを助ける力と権威が備わっているのです。あなたの心は愛であり、私たちを助けようとしておられます。
　
主イエス・キリストよ
この地上での闇や理解できない苦しみや悪の力の蔓延という現実から、目をそむけさせてください。ただ、あなたのみに目を向けることができますように。あなたが十字架上で「すべては完了した」、また、「見よ、わたしはすべてを新しくする」（黙示録21･5参照）と言われたからです。
アーメン


祝福への道

永遠から来る神の導きには
目標と目的がある
そこに潜む救いの計画は
栄光へと続く

キリストの道がそうであったように
神はその子らを困難な道に導かれる
十字架と苦しみは祝福となり
大きな実りを結ぶ

子らには理解し難くても
神が導く道は聖である
子らは喜びと祝福のゆえ
ついに神を崇め賛美する

道は幾度も暗闇を通るが
やがて輝く光へと至る
幼子のように信頼しきった子らは
父の御心に安らぎを見いだす

試みや悩みがあったとしても
神の道は善であり完全
愛なる神がその子らを
大きな喜びへと導く

父なる神が愛のみであると
その導きは子らに示す
暗い道においてこそ
神の愛を見いだす


[bookmark: _GoBack]現代の問題を取り上げたバジレア・シュリンク著による他の著作

「御心がわからずとも　─　信頼してモリヤの地へ」
「苦難のさなかをゆくとも　─　迫害前夜に生きるキリストの弟子」
「聖所の光に至る道　─　闇から父・子・御霊なる神のふところへ」
「終末を告げる警鐘　─　今、求められること」
「災害　─　神の警告？」

「現代と神の沈黙」のオリジナル版を無料で差し上げます。希望される方は、カナン出版までお問い合わせください。
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